
－ 132 －

➨㸴学ᖺࠖࡃࡀࡘ࡚ࠕ学⩦άື᱌ ᤵᴗ⪅ ẚᵹ ᠇一 

２᭶２１日㸦ᅵ㸧 ２㝵࢖ࣞࣉルー࣒  㸷㸸㸮㸮㹼㸷㸸㸲㸮  

㸯 㢟ᮦྡ ⮬ศ 

           

㸰 㢟ᮦ࡚࠸ࡘ࡟ 

本学⣭の子どもたちは２学ᮇにおいて、「ឤ情」に↔点を当てながら、ࡑの変化がఱに㉳ᅉするのか

について継⥆して対話を行ってきた。ここではឤ情の変化が、௚者のゝ動や≧ἣによって㉳こることを

具体的な஦例とともに再認㆑できた。自分たちで出し合ったၥいにᇶ࡙いて行われた対話が一༊ษりつ

き、ḟに㑅んだ題ᮦが「自分」であった。この題ᮦにỴまった⫼ᬒには、自分への関ᚰの㧗さが❚える。 

 自分を題ᮦとして、子どもたち一ேࡦとりが考えたၥいには、௨ୗのようなものがᣲげられる。なお、

 。であるࢻෆは授業者がゎ㔘したキー࣡ーࠚ ࠙

࣭「自分と௚ேの㐪いは㸽」࠙自௚のቃ⏺ࠚ 

࣭「ࠗ自ᕫ中ᚰ的な考え࠘とࠗ自ᕫ中ᚰ的でない自分の考え࠘の㐪いとは㸽」࠙自ᕫ主ᙇと௚者㓄៖ࠚ 

࣭「なࡐ┦ᡭによって自分は変わる㸽」࠙関係౫存的な自ᕫࠚ 

࣭「なࡐ⎔ቃが変わると自分の性᱁が変わるのか㸽」࠙≧ἣ౫存的な自ᕫࠚ 

࣭「ேは自分自㌟の性᱁を全て理ゎしているのか」࠙自ᕫ理ゎの୙᏶全性ࠚ 

࣭「なࡐ自分と࿘りをẚべるのか」࠙ẚ㍑による自ᕫ理ゎࠚ 

 ࠚ自ᕫ⾲⌧とᢎ認࠙「ࡐしいのはな࡯のままの自分を認めてࡑ、のままの自分を出さないのにࡑ」࣭

࣭「自分が௚ேとඹឤ࣭対❧するのはどんな時㸽」࠙౯್のඹ᭷と⾪✺ࠚ 

࣭「理想の自分はどんな自分か」࠙⌧ᅾとᮍ᮶における自ᕫの㐃⥆性ࠚ 

上グのように、子どもたちのၥいには௚者を፹௓とした自ᕫ認㆑や≧ἣによって変化する自分、自

⏤と㈐௵、௚者から理ゎされたいが、一方で自分を理ゎしきれない㞴しさ、自分と௚者はఱを኱ษにし

ているか、なりたい自分がどこから⏕まれているのかなど、いࡎれも「関係性の中で❧ち⌧れる自ᕫ」

のၥ題が⾲れている。これは、すなわち自ᕫがಶேのෆ面に㛢じたᅛ定的なものとしてではなく、௚者

や⎔ቃとの関係の中でᦂれ動きながら❧ち⌧れるものとして捉えようとする子どもたちのၥ題意㆑を♧

している。このようなၥいをඹ᭷し、対話のಋ上に㍕せることは、自分と௚者の㐪いをඃຎとしてฎ理

するのではなく、自分と௚者を」㞧な理⏤や⫼ᬒをもつものとして考えることにつながる。 

６年⏕の㸱学ᮇという、進⣭࣭進学を目前に᥍え、自㌟のᅾり方やேとの関わり方をあらためて見つ

め直す時ᮇにおいて、こうした関係的な自ᕫ理ゎをᡭがかりに、子どもたちがᅛ定的な自ᕫീにとらわ

れることなく、自分の変化やᦂらࡂをྵめたᅾり方ࡑのものをၥい直すことをᮇᚅしたい。 

㸱 学⩦άືィ⏬㸦㸳᫬㛫┠㸭඲㸷᫬㛫㸧 

㸦１㸧題ᮦのỴ定とၥいの⏕成͐１時間 

㸦２㸧「自分」を題ᮦとして⏕まれたၥいについて、対話しながら考える͐㸵時間 

㸦㸱㸧まとめ͐１時間 

㸲 ᮏ᫬のάື࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 「自分」に関する本時のၥいについて、互いの考えを⫈き合いながら考えたことをグ㏙できる。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

１㸬前時を᣺り㏉る。 

２㸬これまでの対話から⏕まれたၥいについて、⫈き合

いながら考える。 

㸱㸬本時を᣺り㏉り、考えたことをࣀートにグ㏙する。 

࣭前時に᭩いた᣺り㏉りのグ㏙を参↷する。 

࣭ᚲせにᛂじて教ᖌがෆᐜをᩚ理する。 

࣭⫈くことを኱஦にしながら、対話に参ຍする。 

࣭本時の対話前後における自㌟の考えをẚ㍑しながらグ

㏙する。 
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